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また，昨年度の課題として挙あげた男性の参加者の増加に関しては，鶴ヶ丘西公民館で一定の

成果が見られたが，料理作りを主体として活動した旭ヶ丘公民館では男性の参加者がひとりもな

かった。活動が料理であったことが男性の参加がしにくい要因となったと考えられるので，今後

は事前に情報収集を行い，男性が参加しやすい企画を立案して交流していくことが必要であると

考える。２つ目の課題は，高齢者以外の世代との交流である。これまでの活動では，内灘に住む

高齢者の方との交流を主にして活動を行ってきたが，今後は交流の対象をさらに広げ，地域貢献

したいと考えている。障がいを持たれている団体からも「交流を図ってほしい」との要望がある

ので，障がい者の方をはじめとして，他の様々な方々へも対象の幅を広げ，地域貢献の拡大に繋

がる活動をしていこうと考えている。３つの課題は，交流の場の拡大と交流の量や質の確保であ

る。今回，大学サロンや鶴ヶ丘西サロンなど内灘での活動の場を拡大することができたが，活動

の場を広げることにより一つひとつの公民館での交流の回数が減ったり，十分な準備ができなか

ったといった反省点が挙げられた。マンパワー不足が大きな原因であると考えられるので，サー

クル自体の活性化に加え，他のボランティア団体との連携なども視野に入れ，活動を強化してい

く必要がある。

  

5. 学生の感想 

 新規に実施した鶴ヶ丘西公民館と大学町公民館では，活動に参加する前までは「初めて会った

人とうまく話すことができるのか」「参加者のみなさんに楽しんでもらえるのか」など不安があっ

た。しかし，実際にクイズやゲームをとおして参加者のみなさんと関わることで，不安が次第に

和らいでいくのを感じた。さらに，交流を継続している旭ヶ丘公民館の高齢者の方々からは，我々

が来ることを心から楽しみにされていることが伝わってきて，世代を超えて交流し続けることに

より深い絆がつながってくるということを感じることができた。今後、新たに交流を始めた他の

公民館でもそのような関係を築いていけたら良いと感じた。また，交流の場を広げたことにより，

交流する場によって対象者の特性が異なっていることに気づくことができ，新たな視点を持つき

っかけにもなった。高齢者の方々からは，別れ際に「頑張って，いい看護師になってね」，「あり

がとう，楽しかった」という言葉をいただき，素直にうれしく思った。他の世代との関わりが少

ない学生にとっても，高齢者の方との関わりはコミュニケーション能力の向上にも繋がったので

はないかと考える。これらの経験をもとに，今後の学校での授業や実習，ボランティアの活動に

より積極的に取り組んでいきたいと思えるようになった。 

 

6. 地域からの評価 

   参加者の発言で多かったのは，「楽しかった」「来てくれるだけで嬉しい」「この日を楽しみにし

ていた」「若い人と話せる機会があって良かった」などという好意的な意見であった。そして，「ま

た来てね」や「また会えたらいいね」など活動の継続を望む声も多く聞かれ，参加者の方々の表

情は笑顔で明るいものであり，今回の活動は地域から一定の評価をいただいたものと思っている。

一方，「もっと来る回数を増やしてほしい」「看護学生が来るなら，高齢者が気をつけるべきこと

を教えてほしい」などという発言もきかれ，改善するべき点も明らかとなった。今まで実施した

様々なゲームに加え健康について考える機会の場を積極的に取り入れてほしいという要望や，活

動の場を広げたところで「同じ公民館での活動の回数が減り残念だった」という言葉も聞かれ，

これらの内容は今後の課題として取り組む問題であると考える。 
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加賀東谷地区における、歴史的環境を活かした集落活性化と住民主体のまちづくり支援 
 

参加団体名 まちづくり支援隊（石川工業高等専門学校・金沢工業大学・金沢美術工芸大学） 
参加学生 西出早希・宮里宜雅・伊能雄大・早川海斗・林瑠璃子 他 15 名 

1. 地域活動の概要 
 加賀市東谷地区については、ここ数年地域住民・行政・学校の 3 者協働によるまちづくりを行い、将

来的に住民を主体としたまちづくり活動の実現を目指し活動を行ってきた。しかし地元高齢層が中心と

なり進めてきた活動で、集落活性化のための継続的な外部からの支援活動が必要である。そこで、平成

23 年度の重伝建選定後の交流人口増加を見据え、地区内の魅力向上を図るとともにかつてから培われて

きた里山ならではの風情ある景観の保全活動も同時に行った。

2. 地域活動の具体的な内容 
表 1 年間スケジュール 

 

 
図 1. 加賀東谷(夏) 

 
図 2. 加賀東谷(冬) 

 

1）三者協働会議 
 現地を整備するにあたって、学生・行政・住民が共通の目標 
を持つことはとても重要である。そのために定期的にメンバー 
が集まり、整備や今後の住民主体のまちづくり活動を円滑に進 
めるための方策の話し合いを行った。

 
 図 3. 会議のようす      

日時 内容 
6 月 23 日 現地調査 

山野草カフェささゆりガーデン整備（8 名） 
7 月 24 日 三者合同会議（12 名） 
8 月  7 日 東谷地区会議（5 名） 
8 月  24 日 三者合同会議（16 名） 
9 月  20 日 現地調査 
10 月 12 日 加賀橋立北前船主の里のれきし探訪 

東谷・橋立のまちづくりについて発表 
ロゴマークコンペ（8 名） 

10 月 28 日 あいおす祭（2 名） 
11 月  5 日 三者合同会議（12 名） 
11 月 17 日 橋立地区現地調査（15 名） 
11 月 30 日 現地調査 

山野草カフェささゆりガーデン整備（8 名） 
1 月 27 日 東谷地区会議（8 名） 
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2）山野草カフェガーデン整備活動 
 平成 23 年度から行っている活動の継続である。今年度の活動は、主に雑草の除去、レンガの不陸

の調整等の整備である。固まる砂などを使用し一部の敷地のみを試験的に行った。来年度は引き続き

ガーデン全体の整備を行う予定である。 

       

図 3. ガーデン整備のようす            図 4.5 ガーデンでの試験のようす          

 

3）現地調査・提案 
今年度新たに開始した旧道・新保の池の整備のための現地調査と資源活用のための提案を行った。

今回は、図面を作成するための測量や写真撮影、現状の景観資源の確認や整備ポイントの調査を行っ

た。 

   
図 6.7 旧道の調査（今立） 

   
図 8.9 新保の池の調査（今立） 

 
図 10 新保の池の提案 

  

新保の池 

枕木の道 

ため池 

ベンチ 
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 4）「加賀橋立北前船主の里れきし探訪（橋立地区）」への参加 
  同市にある重伝建「加賀橋立」で、活用モデル物件を 
会場に、学生・行政・住民の協働まちづくりを啓発するイベ 
ントが行われた。橋立地区・東谷地区の保存活動の成果や、 
これからの活動の方策についての発表を行った。橋立地区の 
住民に保存活動を知ってもらう機会となり、加賀地域の交流 
の場となった。 

図 11 「加賀橋立北前船主の里れきし探訪」パンフレット 

 5）ロゴマークコンペの開催 
  石川県内の重伝建 4 地区（加賀橋立・加賀東谷・白山市白峰・輪島市黒島）のイメージ戦略として、

ロゴマークコンペを行った。各学校で学生に呼びかけ、応募を募った。各地区の住民を交えた会議を

行い、ロゴマークを決定した。応募総数は全体で 47、各地区では加賀橋立地区 14、加賀東谷地区 11、
白山白峰地区 12、輪島黒島地区 10 であった。 

    
図 12-15 各地区のロゴマーク 

（加賀橋立）       （加賀東谷）      （白山白峰）       （輪島黒島） 

 
3. 地域活動の成果 
 豊富な文化遺産や自然環境を活かして、交流の核となるカフェや遊歩道の整備、情報発信等を、学生・

行政・住民（地元保存会）の協働で行い、活動を通じて学生が東谷の良さを発見することで、住民は地

域の魅力を再認識でき、さらにまちづくりに対して関心を持ったと考えられる。

 また、高齢化が進む住民や保存会に代わって学生が整備を積極的に行うことで、若年層の交流人口の

増加が見られ、今後の住民主体のまちづくりの足掛かりとなった。

4. 来年度の地域活動計画 
 1）山野草カフェガーデンの完成 
  問題となっていたレンガの沈み込みによる水たまりについては、固まる砂をレンガ部分に用いたと

ころ改善が見られた。今年度は試験的に庭の一部の整備を行ったので、来年度は庭全体に固まる砂を

用いて整備し、ガーデンの完成をはかる。 
 

2）旧道の整備 
 今年度は現状調査および提案を行った。来年度は整備活動の具体的な内容について話し合っていく

必要がある。

3）新保の池の保全活動 
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  今年度は現状の調査および提案を行い、図面を作成した。来年度はそれをもとに具体的にその提案

をつめ、整備を進めていきたい。

 
5. 学生の感想 
 住民や保存会の高齢化が進んでいく中で、学生との協働はどちらにとってもよい刺激を与えていくで

あろう。だが、協働のための意思の疎通がうまく図れないこともあり、食い違いが生じているのも現状

であると考える。今後はお互いさらに歩み寄り、相乗効果を作り出すような関係を築いていくことが大

事である。

6. 地域活動に対する地域からの評価 
 1）「加賀橋立北前船主の里れきし探訪」にてまちづくり活動について発表 
  平成 25 年 10 月 12 日に開催された加賀橋立地区のイベントにおいて、本活動について発表し、橋

立地区の住民及び他地域の方々からも高く評価された。

 2）地域からの評価（加賀市） 
  過疎化が進行し、住民のほとんどが高齢者である加賀東谷地区において、学生の若い力がまちづく

りに加わることで得られた効果、課題は以下である。

効 果 
 ・東谷の拠点施設「山野草かふぇささゆり」の整備が進んだ。

 ・学生が整備活動に取り組む姿をみて、住民の町づくりに対する意識が向上した。

 ・学生から東谷の特色を活かした景観整備計画が提案されたことで、住民が東谷のアピールポイント

を再認識できた。

 ・東谷の今後のまちづくりについて、大学からの専門的な指導を受けて計画することができた。

 ・高齢の住民がほとんどのため、学生の活動がまちづくりの大きな力となった。

今後改善すべきこと 
 ・住民・学生・行政官の意思の伝達体制の構築 
 ・学生の活動の住民への周知と、住民のまちづくりへの参加 
 ・学生が卒業する際の活動の引き継ぎ 

 

地域貢献型学生プロジェクト推進事業活動報告概要書 
 

金沢市および周辺地域商店街等に対する学生広報活動による地域活性化プロジェクト 

 

学生団体名： 金沢学院大学 メディアデザイン学科 

参加学生 ： 町方珠代・川村官世・西山貢未・木原亜耶・長手明日美・山崎知世・寺口葉子 他 23名 

1. 地域活動の概要 

私たちはこれまでも、高齢化または空洞化の進んだ地域に対してデザインの力で活力を与える活動に取

り組んできた。金沢市内および近隣地域の商店街・企業・第三セクター団体等からの依頼に基づくチラ

シ・ポスター・CM 等は大変好評で、今年度は、それらに加え、さらに、金沢ケーブルテレビの協力を得

て、地域を紹介する番組制作に取り組んだ。 
 

2. 地域活動の具体的な内容 
・実施日時 7 月 1 日～2 月末日 
・実施内容 (1) ケーブルテレビ制作(金沢ケーブルテレビ「KG チャンネルまちザラシ」) 
          ～ 新竪町商店街、森本商店街、その他を紹介 ～（次頁参照） 
      (2) CM 映像制作（アトリオ他） 
      (3) 商品企画（道の駅の商品パッケージ）菓子の商品シール、地域米のブランディング 
      (4) 制服デザイン（介護施設制服デザイン案） 
・参加者数 30 名 
 

3. 地域活動の成果 

 今回、メインの取組みはケーブルテレビの番組制作であった。チラシなどの広告戦略では、情報

発信に限界あるため、地域コミュニティーに広範囲に情報を届けるメディアとして、ケーブルテレ

ビの番組制作に取り組むこととした。その結果、多くの視聴者の方から番組を見たという反響があ

り、放映された商店街に遠方から足を運ぶお客様も増えたという声も届いた。

 
4. 来年度の地域活動計画 

 来年度に関しても、更に、体制を強化して地域情報の掘り起こしを推進して、商店街や地域の思

いを吸い上げ、活性化の支援していきたい。 
 

5. 学生の感想 
地域や企業の方々と実際にやり取りをすることで、授業では学ぶことが出来ないビジネスマナー、

言葉遣い、メールの書き方等も勉強になった。制作したものは映像メディアとして実際に情報発信

され、自分達の取組んだことが、映像や画像として記録に残り、達成感を感じた。

 
6. 地域からの評価 

われわれの取組みは、地域からも好評で、学生の若い感性や取組み姿勢に好感を持って頂いた。

以下地域の方々のコメントを箇条書きで示す。

・学生が消費者の立場で制作することで、新たな価値が発見できたという意見が寄せられた。

・学生が本格的に映像制作に取り組んでいることに興味を持った。また、機会があればお願いしたい。

・現在、広告費に余裕のない商店街に対して、ボランティア学生が PR してくれることに感謝したい。

・ケーブルテレビの番組制作活動を見て、若い層への働き掛けの重要性も分かった。町の雰囲気や、

扱う商品なども見直したい。 
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